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私が皆様方のお陰で，文部省の長期在外研究員として
ロサンぜルスの Universityof Southern California (U 
SC)の Departmentof Medicine，Section of Endocri-
nologyにきてから，早くも 5カ月が過ぎようとしてい
ます。
ロスは一年中暖かく，しかも湿震が少なく快遥で，一
月に入っても昼間町では半袖で歩いている人もみかけま
す。しかし呂が落ちるとかなり涼しくなるので，いつで
も上に着るものを持ち歩かねばなりません。
交通機関として，パスがかなりの部分をカバーしてい
ますが，運転本数が少ないので宗いロスでは車が必需品
です。フヲーウェイが鰐の自のように張りめぐらされ，
多くの人々は郊外の住宅地からダウンタウンのオフィス
にこれを利用して通勤しています。フリーウェイが現在
のように完錆したのは1975年といいますから，東京が一
生懸命に地下鉄工事をしていた顎，ロスではフリ}ウェ
イの建設を進めていたわけです。しかし最近のラッシュ
持のフリ}ウェイの混雑は大変なもので，地下鉄の諜査
が進められています。
私のいる USCは私学で， 1880年 9月学生数53人で関
学され，当時の建物は Widney Alumni Houseとして
ダウンタウンにある大学のメインキャンパスの中に移転
して残されています。産学部の創立は1885年で，よく知
られている UCLAの医学部が1951年ですから，千葉大
学医学部と同じように古い伝統のある医学部です。 
1952年にメインキャンパスから 7マイルはなれた Los 
Angeles County (LAC) • USC Medical Center (ge-
neral hospital)に隣接する12エーカーの土地に匿学部と
してのキャンパスを持ち， 1960年には全て医学に関連し
たものがここに集められて，現在のじSCHealth Sci-
ence Campusができ上りました。すなわち ZonalAve-
nueを辻さんで北傑に霞学部と薬学部その飽の研究撞設
があ孔高側にベット数約2000の LAC • USC Medical 
Center，Woman's Hospital，Pediatric Pavilion，Psy-
chiatric Hospitalその地病説付属3施設が存在します。そ
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していわゆる関連病院はこの他に15あり，相互に察密な
連絡を取りあっています。医学部の定員は 1学年140人，
常勤の teachingsta査は 650人を越えています。
内科の主在は Bethune教授ですが， Section of Endo-
crinologyの主任の Horton教授， Clinital Research 
Centerの Nicolo茸教授などが，蕗床内分誌、学の有名な
雑誌である TheJournal of Clinical Endocrinology & 
Metabolismの編集に昨年暮れまでたずさわっておられ
たこともあって内分泌の研究は皇室んです。私は現在も上
述の雑誌の編集委員である Singer教授のもとにいま
す。彼れ辻，カルシウム代読?に関捺するホノレモンの研究
者として有名で，本年10月にわが国で関かれる第8 @l 
Calcium Regulating Hormoneに関する富際会議に招
待されています。今まで、は高Ij甲状操ホルモン，カノレシト
ニンなどを主として手がけておられましたが，昨年より
新しいホルモンといわれる活性ビタミンDにも手を伸ば
され，現在活発な研究がなされています。
私達比研究のかたわら毎遅最抵次の 4つの会議に出
席します。 1)全学的な EndocrineConference (火曜午
前 11時より)2) Medical Grand Rounds (水曜午前日
時より)3) Endocrine Research Conference (木曜午
後 4時よ予，内科の内分渡、部門の集担) 4) Endocrine 
Research in Progress (金曜午後0時15分より， Singer 
教授の研究グルーフ。の集り)
この他に他大学の有名教授が招待教授として来学する
ことも多く，この時には学内だけでなく広い範囲の人を
集めて講演会や討論会がもたれます。さらに年に数回
は，土日を利用し，保養地などに家族ずれで出かけ，招
待教援などを囲んで討議会が開かれます。これらの討議
会後のパーティやレクジエーションで著明な学者と接触
できることは大きな喜びです。
このように今回の渡米は，私にとって貴重な経験であ
り，今後にこれをいかしたいと思っています。終りに皆
議の御嬉豪と御活躍を祈っております。 
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